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1. はじめに 

 近年，自動二輪車の事故件数は減少しつつあるが，高

速道路に着目すると，事故件数に減少傾向は見られず，

わずかな増加傾向が見られる．一方，自動二輪車事故の

致死率（死傷者数に対して死者数の占める割合）は増加

傾向にあり，自動車事故の倍以上の値となっている 1）．

このことより，自動二輪車に関して，高速道路での重大

事故の発生が懸念される．そのため，事故の原因を解明

し，安全対策を講じる必要があると考えられる．そこで，

本研究では，事故統計データを用いて高速道路本線上の

自動二輪車が関係する事故の特徴を整理し，事故多発路

線における道路構造や交通状況等との関連を，統計的解

析手法により分析する． 

 

2. 分析の概要 

 本研究では，愛知県警察管轄内において平成 21 年から

26 年 7 月末までに発生した事故を分析対象とする．まず，

高速道路本線上の自動二輪車事故の特徴を自動車事故と

の比較から整理し，事故が多発している路線の特定を行

う．次に，事故多発路線における道路構造や交通状況と

の関連を主成分分析により明らかにし，クラスター分析

により類似の事故をまとめ，各々の特徴を整理する．そ

の後，判別分析を行い，自動二輪車の事故発生に影響を

及ぼす外的要因を明らかにする． 

 

3. 事故発生状況に関する基礎分析 

 車種別の事故類型別発生割合を図-1 に示す．事故類型

は追突（走行時），追突（停止・渋滞時），衝突・接触，

転倒・横転，道路施設衝突，その他の 6 項目から成る．

また，路線別の自動二輪車事故発生件数を図-2に示す．  

図-1より，自動二輪車では転倒が，自動車では追突（停

止・渋滞時）が最も多く発生していることがわかる．転

倒・横転に関して，自動車ではほとんど発生していない

ことから，自動二輪車事故の特有の発生形態といえる． 

 図-2 より，東名高速道路(以下，東名)と名古屋高速道

路(以下，名高速)にて自動二輪車事故が多発しているこ

とがわかる．そこで，この 2 路線を自動二輪車事故多発

路線と定義し，4章以降で詳細に分析する． 

 

4. 名高速における自動二輪車事故の要因分析 

 名高速における自動二輪車事故の発生状況を確認する 

 キーワード 高速道路，自動二輪車，交通事故 

 連絡先   〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町 ＴＥＬ052-735-7962 

 
図-1 車種別の事故類型別発生割合(H21～25) 

 
図-2 路線別発生件数(H21～25) 

 

表-1 主成分分析の結果 (名高速) 
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と，「明道町 JCT」と「大高線」において事故が多発して

いる．そこでこの 2区間で発生した事故を対象とし，主 

成分分析を行い，事故多発区間の道路構造，交通状況と

の関連を明らかにする．主成分分析の結果を表-1に示す．

次に，類似する事故をまとめるため，クラスター分析を

行う．今回，クラスター数が 5 となる分類で，各クラス

ターの主成分得点の平均値をまとめた結果を表-2 に示す． 

 表-1，表-2 より，クラスターA は第 1 主成分得点が高

く，第 2 主成分得点が低い傾向が見られる．よって，左

カーブ区間で発生した事故が多く，安全対策の実施が進

んでいることがわかる．B は第 3 と第 4 主成分得点が高

い傾向が見られ，混雑してきた状況で発生した事故が多

く，また，回転灯の色変更が実施されていることがわか

る．C は第 2 主成分得点が高いため，右カーブ区間で発

生した事故が多く，安全対策の実施が進んでいることが

わかる．Dは第 1，第 2，第 3主成分得点が低いことから，

直線区間で発生した事故が多く，安全対策の実施が進ん

でいないことがわかる．Eは第 3主成分得点が高く，第 1

と第 4 主成分得点が低い傾向が見られるため，混雑して

きた状況で発生した事故が多く，安全対策があまり行わ

れていないことがわかる． 

 

5. 東名における自動二輪車事故の要因分析 

 東名における自動二輪車事故の発生状況を確認すると，

「小牧 IC・小牧 JCT」，「名古屋 IC・豊田 IC」，「豊田 JCT・

静岡県との県境」の3区間において事故が多発している．

そこで，前章同様，この 3 区間で発生した事故を対象と

した．主成分分析とクラスター分析を行い，命名した第 1

から第6主成分名とaから fの各クラスターの主成分得点

の平均値をまとめた結果を表-3に示す．  

 表-3 より，クラスターa は第 1 と第 3 主成分得点が低

い傾向が読み取れる．したがって，混雑した状態である

ことと路肩を利用していない区間であることがわかる．b

は，aから fの中で唯一，第 2 主成分得点が負値となって

いるため，追越車線の交通流が円滑であることがわかる．

cは第 3主成分得点が高い傾向が見られるため，路肩を走

行する車両が存在することがわかる．dは第 2と第 4主成

分得点が高く，第 1 主成分得点が低い傾向が見られるた

め，交通の流れが悪いことがわかる．eと f は，3 車線区

間で発生した事故が集約されている．eは第 1主成分得点

が高いため，交通流が円滑であることが確認できる．fは

第 2 主成分得点が高いため，第 2 走行車線，追越車線が

混雑していることがわかる． 

 

6. 名高速における事故発生予測に関する分析 

 明道町 JCT で発生した事故を対象とし，自動二輪車事

故の発生に影響を及ぼす外的要因を明らかにし，事故発

生を予測するために判別分析を行った．判別分析の結果

を表-4 に示す．標準化係数は負値が事故発生無に関連す

る要因であり，正値が事故発生有に関連する要因である． 

 表-4 より，「曲率半径 4」，「曲率半径 1」，「注意喚起看

板」が事故発生無側に影響を与え，「勾配変化」，「左カー

ブ入口」が事故発生有側に影響を与えることがわかる．

注意喚起看板を見ることや急なカーブ区間であると認識

することでドライバーの危険意識が高まり，安全運転に

繋がると考えられる．また，直線区間を走行中は操作ミ

スが起こりにくいため，事故の発生が少ないと考えられ

る．反対に，カーブ区間入口は操作ミスや減速によるス

リップが発生しやすいため危険であると考えられる． 

 

7. おわりに 

 本研究では，高速道路本線上の自動二輪車事故の特徴

を整理し，事故多発路線における道路構造や交通状況と

の関連を主成分分析により明らかにした．そして，クラ

スター分析を用いて，類似の事故発生地点の特徴を整理

した．さらに，判別分析を用いて，自動二輪車事故発生

の有無に係る要因について分析した．今後は，画像デー

タを利用し，潜在的な事故の危険性を検討していきたい． 

 
謝辞 

 本研究において，愛知県警高速隊より事故統計データを，名古

屋高速道路公社と中日本高速道路株式会社より道路構造と交通量

データを拝借した．ここに記して謝意を表する． 

 

参考文献 

1) 警察庁交通局「平成 25 年中の交通事故の発生状況」：
https://www.npa.go.jp/toukei/index.htm 

表-2 各クラスターの主成分得点の平均値(名高速) 

 
表-3 各クラスターの主成分得点の平均値(東名) 

 

表-4 明道町 JCTにおける判別分析の結果(N=52) 

 

土木学会第70回年次学術講演会(平成27年9月)

 

-236-

Ⅳ-118

 


